
誹謗中傷等への対策状況 ヒアリングシート（2021年2月25日） 

社名 Facebook Japan株式会社 

１．サービス概要とポリシー 

①  対象サービス名 Instagram 

②  加入者数、月間アクテ

ィブユーザ数又は書き

込み数

【日本の数値】 

月間アクティブアカウント数：3,300万（2019年 3月） 

【グローバルの数値】 

月間アクティブアカウント数：10億（2018 年 6月） 

【（質問に答えられない場合）参考となる数値】 
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③    (i)誹謗中傷等に関し

て禁止とする情報や行

為 

Instagram では、利用規約およびコミュニティガイドラインに則り、個人の誹謗や名誉毀損を意図

したコンテンツ、脅迫や嫌がらせとして公開された個人情報、繰り返し発信される望ましくないメ

ッセージは、削除の対象となります。 

コミュニティガイドラインは下記のとおり幅広いテーマを扱っており、その多くは、私たちのサー

ビスにおけるいじめや嫌がらせから人々を守るものです。 

ヘイトスピーチ：Facebookでは、利用者が自身の属性を理由に攻撃を受けていると感じることがな

ければ、より自由な発言と交流が可能になると信じています。そのため、Facebookではヘイトスピ

ーチを許容しません。ヘイトスピーチは他者を脅迫したり排除したりする環境を生み出し、場合に

よっては現実世界での暴力行為を促すおそれがあります。Facebookが考えるヘイトスピーチとは、

人種、民族、国籍、障がい、宗教、社会階級、性的指向、性別、ジェンダーアイデンティティ、重

度の病気など、保護特性と呼ばれるものを理由に人々を直接攻撃することです。攻撃としてとらえ

るものには、暴力的な発言や人間性を否定するような発言、有害な固定観念、他者を見下した発

言、侮辱的または嫌悪的な表現、過小評価する表現、暴言、他者を排除したり差別したりするよう

な呼びかけが含まれます。 

Facebookでは、いじめや嫌がらせについて公人・著名人と一般の個人を区別して規定しています。

これは、Facebookにおいて議論や意見交換は認められる行為であり、報道で取り上げられたり社会

的に注目を集めたりする人については、批判的な意見も含めた議論がされるためです。公人・著名

人に関しては、攻撃が重大な場合、また本人が投稿やコメントに直接タグ付けされた場合は削除し

ます。一般の個人に対しては、保護の範囲が広くなります。 

成人に対する性的搾取：性的な暴力や搾取に対する議論や注意喚起を行える場所であることが大切

だと考えています。利用者が安全な環境で対話できる場とするために、被害者が自らの体験を共有

できる場として Facebookを利用することは認められていますが、性的暴力や暴行、性的搾取の描

写、またはこれらに関する脅しや助長などを含むコンテンツは削除の対象となります。また、同意

のない性的行為の助長を避けるために、同意のない第三者との性的行為の表示、擁護、または手配

を含むコンテンツも削除されます。「リベンジポルノ」や「公開許可のない性的描写がある画像」
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と呼ばれる画像をシェア、脅迫またはシェアする意図を表明したり、提供、要求したりすることに

対しても、私たちは一切の寛容さを持っていません。 

Instagram のコミュニティガイドライン、および報告の方法については以下を参照ください。 

https://help.instagram.com/477434105621119 

(ii)削除等の対応 Facebookと同様に、Instagramも違反行為に応じて、違反コンテンツの削除、センシティブなコン

テンツへの警告画面の適用、深刻な違反行為を行ったアカウントの停止などの措置を行います。 

２．削除等の対応 

①    誹謗中傷等に関する申

告や削除要請の件数 

(i)一般ユーザ、(ii)

司法機関・行政機関 

【日本の数値】(当社サービス全て、誹謗中傷以外を含む) 

(i) 非公開 

(ii)86 件（2019 年 7月〜2020 年 6 月） 

詳細は以下を参照ください。 

https://transparency.facebook.com/government-data-requests/country/JP 

(行政機関および法執行機関からの情報開示請求) 
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【グローバルの数値】  

【（質問に答えられない場合）参考となる数値】 
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②    誹謗中傷等に関する申

告や削除要請に対する

削除件数 

(i)一般ユーザ、(ii)

司法機関・行政機関 

【日本の数値】（誹謗中傷以外を含む） 

(i)0 件（2019 年 1 月〜12 月） 

https://transparency.facebook.com/content-restrictions/country/JP 

（利用者の申告に基づき、コミュニティガイドラインに違反していないコンテンツで、日本の法令

違反だとみなされたコンテンツの制限） 

(ii)0 件（2019 年 1 月〜12 月） 

https://transparency.facebook.com/content-restrictions/country/JP 

（司法機関の命令に基づき、コミュニティガイドラインに違反していないコンテンツで、日本の法

令違反だとみなされたコンテンツの制限） 

また、全情報開示請求のうち 53%で何らかのデータを提供（2020 年 1 月〜6 月） 

詳細は以下を参照ください。 

https://transparency.facebook.com/government-data-requests/country/JP 

(行政機関および法執行機関からの情報開示請求、当社サービス全て) 
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【グローバルの数値】 

(i)500 万件（2020 年 10月〜12 月） 

詳細は以下を参照ください。 

https://transparency.facebook.com/community-standards-enforcement#instagram-bullying-and-

harassment 

（コミュニティガイドラインに違反したコンテンツの削除件数） 

【（質問に答えられない場合）参考となる数値】 

削除割合 

(i)一般ユーザ、(ii)

司法機関・行政機関 

【日本の数値】  

【グローバルの数値】 

【（質問に答えられない場合）参考となる数値】 
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削除までの平均時間 

(i)一般ユーザ、(ii)

司法機関・行政機関 

【日本の数値】  

【グローバルの数値】  

【（質問に答えられない場合）参考となる数値】 

Facebook社では、削除される前の違反コンテンツによりもたらされた影響を評価する際には、削除

されるまでの時間よりも閲覧された回数に着目することに意味があると考えています。 

インターネット上でコンテンツによりもたらされる害は、それが見られてしまうことによって生じ

ます。インターネットの性質上、コンテンツが見られる回数は均等ではありません。非常に短い期

間で多数の利用者の目に触れることになり、多くの流通を得ることとなるコンテンツはそれほどあ

りません。一方で、他の多くのコンテンツはインターネット上に長い間ありこそすれ、一部の利用

者の間でのみ見られることになります。有害なコンテンツの取締りを理解するために使用するあら

ゆる手段は、この点を考慮に入れなければなりません。 

このような理由から、私たちは「表示頻度（prevalence）」という指標が重要であると考えていま

す。つまり、当社の基準に違反するコンテンツが実際にどれくらいの頻度で見られているか、

Facebook上で見られたコンテンツの総量との相対的な関係に着目しています。 

そのため、違反の種類によっては、表示頻度という指標を計算しています。表示頻度指標は、違反

コンテンツの総閲覧回数（分子）を、すべてのコンテンツの総閲覧回数（分母）に占める割合とし

て推定します。 
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例えば、2020年第 4四半期の Facebookにおけるヘイトスピーチの表示頻度は 0.07%～0.08%、つま

り、コンテンツの 1万ビューごとにヘイトスピーチのビューが 7～8回あったことになります。 

③    ②以外の誹謗中傷等に

関する主体的な削除件

数（AIを用いた自動

検知機能の活用等） 

【日本の数値】 

  

【グローバルの数値】 

80.0%（2020 年 10月〜12月） 

詳細は以下を参照ください。 

https://transparency.facebook.com/community-standards-enforcement#instagram-bullying-and-

harassment 

「How much did we find before users reported it」（事前対応率）を参照ください。 

【（質問に答えられない場合）参考となる数値】 
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④    ③についての削除の方

法・仕組み（AIを用

いた自動検知機能の活

用等） 

Facebookや Instagramのコンテンツを簡単に報告できるようにし、コミュニティには報告ツールを

使って違反していると思われるコンテンツを報告することを奨励しています。Instagramを利用し

ている人は、各コンテンツに表示されるオプションを含め、さまざまな方法で違反行為を報告する

ことができます。 

また、利用者からの重複報告を認識する技術を使用しており、1,000人があるコンテンツを報告し

ても、1,000人が同じコンテンツをレビューすることがないようにしています。また、AIは、コン

テンツレビュアーがレビューするケースに優先順位をつけて、最も有害で時間的制約のあるコンテ

ンツを最初に処理するのにも役立っています。 

「報告」の方法については、以下を参照してください。 

https://help.instagram.com/477434105621119 

利用者が問題のあるコンテンツを「報告」した場合、当社はそのコンテンツを検証し、当社のコミ

ュニティガイドラインに準拠していないコンテンツをすべて削除します。問題の原因となった人物

に連絡を取った場合、ユーザー名などの個人情報が開示されたり、通知されたりすることはありま

せん。 

利用者が違反を「報告」した場合は、サポートリクエストで報告状況を確認することができます。

報告した利用者のみがサポートリクエストを見ることができます。 

⑤    不正な申告や削除要請

への対策の方法・仕組

み、対応件数 

【具体的な方法・仕組み】 

システムの悪用を防ぐための技術を導入しており、大量の報告がコミュニティガイドラインの実施

方法に影響を与えることはありません。 
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報告されたレポートは、Facebookと Instagramの両方のプラットフォームを担当するさまざまなチ

ームによって審査されます。利用者からの重複報告を認識する技術を使用しており、1,000人があ

るコンテンツを報告しても、1,000人が同じコンテンツをレビューすることがないようにしていま

す。また、AIは、コンテンツレビュアーがレビューするケースに優先順位をつけて、最も有害で時

間的な問題のあるコンテンツを最初に処理できるようにしています。 

【日本の数値】  

【グローバルの数値】  

【（質問に答えられない場合）参考となる数値】  

３．削除要請や苦情に関する受付態勢・プロセス 
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①    一般ユーザからの申

告・削除要請への受付

窓口・受付態勢、対応

プロセス 

Instagramでは、コンテンツを簡単に報告できるようにしています。また、コミュニティガイドラ

インに違反していると思われるコンテンツを報告するために、報告ツールを使用することを奨励し

ています。Instagramの利用者は、各コンテンツに表示されるオプションを含め、さまざまな方法

でコミュニティガイドライン違反を報告することができます。 

「報告」の方法については、例えば以下を参照してください。 

https://help.instagram.com/547601325292351?helpref=uf_permalink 

利用者が問題のあるコンテンツを「報告」すると、Instagramはそのコンテンツを審査し、コミュ

ニティガイドラインに準拠していないコンテンツをすべて削除します。Instagramが問題の原因と

なった人物と連絡を取った場合、ユーザー名などの個人情報が開示されたり、通知されたりするこ

とはありません。 

利用者が Instagramのコミュニティガイドラインに違反していることを「報告」した場合、利用者

は利用者のサポートリクエストで報告の状況を確認することができます。報告した利用者だけがサ

ポートリクエストを見ることができるようになります。 

②    申立時における申立者

や発信者への通知の有

無 

有り 

申告を受け取った日時、申告の理由の確認、内容についてのレビューが完了したのち、再度連絡す

る旨通知しています。 
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③    対応決定時における通

知の内容、理由の記載

の程度 

Instagramでは、虐待や嫌がらせであると報告されたコンテンツを評価する際には、常に、その報

告をした人にサポートリクエストでその人の言語で最新情報を提供することで、明確なコミュニケ

ーションをとっています。報告者には、当社が報告を評価したことだけでなく、当社がいつ、どの

ような措置をとったかがわかります。（報告されたコンテンツに対して措置をとったか、とらなか

ったかの理由、報告者が好まないコンテンツや当社のコミュニティガイドラインに反する可能性の

あるコンテンツへの対処方法の提案を含む）場合によっては、報告者は Instagramの決定の見直し

を要求することもできます。 

また、Instagramは、報告の対象となった投稿を行った利用者が、実際にコミュニティガイドライ

ンに反するコンテンツを投稿したと判断した場合はいつでも、報告された利用者に通知します。そ

の利用者には、当社が禁止しているコンテンツや行動の種類に関するより明確な情報とともに、当

社がそのコンテンツの一部を削除したという通知が届きます。 

場合によっては、（アダルトヌード等の画像といった）当社のコミュニティガイドラインに反する

可能性のある、利用者が過去に投稿した類似のコンテンツを削除するよう、確認を利用者にお願い

することがあります。 

これは、プラットフォーム上でどのようなコンテンツや行動が許容されるかについて人々を教育す

るための努力の一環であり、これ以上の違反は、利用者が特定のアカウント機能へのアクセスを失

ったり、アカウントへのアクセスを完全に失ったりする可能性があることを説明するためのもので

す。また、自分が管理しているグループやページ、イベントを削除した際には、その旨をお知らせ

しています。 

④    一般ユーザからの申告

や削除要請に対応する

【日本の数値】  
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部署・チームの規模・

人数 【グローバルの数値】 

コミュニティオペレーションチームには、日本語を含む 50以上の言語で Facebookや Instagramの

コンテンツをレビューするコンテンツレビュアーがおり、世界中のサイトでグローバルコミュニテ

ィにサービスを提供しています。 

過去数年の間に、Facebookは安全、セキュリティ、コンテンツレビューに特化したチームを 35,000

人以上に拡充し、そのうち約 15,000人をコンテンツレビュアーに充てています。 

これにより、あらゆる時間帯をカバーし、日本語を含む 50以上の言語に対応し、グローバルに展開

することが可能になりました。言語能力が鍵となり、24時間体制でコンテンツをレビューすること

ができます。例えば、日本の真夜中に誰かが日本語の投稿を報告した場合、日本語を話すレビュア

ーが常に存在し、迅速なレビューのためにレポートを転送することができます。しかし、実際には

言語サポートを必要としないレポート（ヌードなど）もあり、言語に関係なく世界中のレビュアー

に割り振られます。言語能力に加えて、各投稿の文脈を理解しているかどうかを確認し、有害かど

うか、ポリシーに違反していないかどうかを判断するために、文化を理解している人員の確保に努

めています。 

【（質問に答えられない場合）参考となる数値】 
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⑤    ④の部署・チームに関

する日本国内の拠点の

有無、日本における責

任者の有無 

当社の審査は、ドイツ、アイルランド、ラトビア、スペイン、リスボン、米国、フィリピンなどの

国の世界 20以上のサイトに拠点を置いています。 

いくつかのレビューサイトの所在地は公表していますが、安全性とセキュリティ上の理由から、多

くのサイトやそこで働く人々についての具体的な詳細は公開していません。 

私たちの人の目による審査の担当者は、様々なバックグラウンドを持った人たちです。最も重要な

のは、言語と文化的背景です。当社のチームは、日本語を含む当社のコミュニティで最も広く使わ

れている言語をカバーし、50以上の言語で当社のポリシーに照らし合わせてコンテンツを審査して

います。 

⑥    削除等への苦情や問い

合わせに対する苦情受

付態勢及び苦情処理プ

ロセス 

Instagramでは、いじめや嫌がらせ、ヘイトスピーチなどのコミュニティルール違反で削除された

決定に異議申し立てする機会を提供しています。コンテンツが誤って削除されたと判断された場

合、削除されたコンテンツは復元されます。 

詳しくは以下のサイトをご参照ください。 

https://help.instagram.com/280908123309761?helpref=uf_permalink 

https://transparency.facebook.com/community-standards-enforcement/guide 
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⑦    ⑥の苦情・問い合わせ

件数 

【日本の数値】  

【グローバルの数値】  

申し立ての件数とそれに対応した件数については以下のサイトをご参照ください。 

https://transparency.facebook.com/community-standards-enforcement#instagram-bullying-and-

harassment 

【（質問に答えられない場合）参考となる数値】 

 

４．発信者情報開示への対応 

①    発信者情報開示請求を

受けた件数 

【日本の数値】 
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(i)裁判上の開示請求

件数、(ii)裁判外の開

示請求件数 

【グローバルの数値】 

  

【（質問に答えられない場合）参考となる数値】 

②    開示を行った件数 

(i)裁判上の開示件

数、(ii)裁判外の開示

件数 

【日本の数値】 

  

【グローバルの数値】 

  

【（質問に答えられない場合）参考となる数値】 

  

５．その他の取組 
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①    普及啓発 オンラインいじめに関する専用セクションを含む Instagram セーフティセンターや Instagram コミ

ュニティポータルなど、若年層の利用者の安全に関する情報を掲載したリソース、ガイド、プログ

ラムを特別に作成しています。 

私たちは、オンライン上のいじめ対策で業界を牽引する存在となるよう取り組んでおり、安全に利

用するための機能を一覧にしたウェブサイトを立ち上げました。 

https://about.instagram.com/community/anti-bullying 

10代の子どもたちが Instagramとは何か、アプリの使い方を理解し、保護者と 10代の子どもたち

が話し合う機会を提供するために、安全に利用するための機能を一覧にまとめた特設サイトを開設

しました。 

保護者向けに「Instagramとは何か」「子どものアプリの使い方」「子どもとの話し合いのコツ」

を理解してもらうための「保護者のための Instagramガイド」を発行しています。 

https://help.instagram.com/154475974694511 

 

イラストで安全機能を伝える「安全な使い方を楽しく学ぼう！みんなの Instagramガイド」を発行

し、原宿駅構内でもポスター展示を実施しました。 

https://about.fb.com/ja/news/2019/12/teensafetyguide/ 

若年層の利用者やクリエイターと一緒に安全な利用を考える取り組み「#インスタ ANZEN カイギ」を

実施しています 

https://about.fb.com/ja/news/2020/03/instaanzenkaigi/ 
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さらに Facebook社は、アジア太平洋地域の専門家と協力して、いじめ防止やオンラインでの嫌がら

せなどのリソースを提供するプログラム「みんなのデジタル教室」を立ち上げました。日本では特

定非営利活動法人企業教育研究会の協力のもと、デジタルリテラシーに関する授業を提供すると共

に、Instagram上で授業のエッセンスを体験できるコンテンツを展開しています。 

https://wethinkdigital.fb.com/jp/ja-jp/ 

 

②    その他の対策（警告表

示・ミュート機能等） 

インスタグラムには以下のような機能があります。 

一度に交流したくない複数の人をブロックしたり、ポジティブなコメントをトップにピン留めして

ポジティブな交流を促したり、タグ付けや投稿へのコメント、メッセージを許可する人を選択した

りすることができます。 

https://about.instagram.com/blog/announcements/continuing-our-work-to-fight-online-

bullying 

「制限」機能により、あなたのアカウントを不要なやりとりから保護し、フォロワーがこれらを見

ないように保護することができます。 

https://about.fb.com/ja/news/2019/07/antibullyingmoment/ 

特定の人をブロックしたり、特定の人からのコメントをブロックしたりすることができます。 

https://help.instagram.com/426700567389543 
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③    取組の効果分析 四半期ごとにコミュニティ規定施行レポートを発行しています。この報告書には、当社のポリシー

に違反するコンテンツの防止と対策の詳細が記載されています。 

前回の CSER（2020年 11月）によると、2020 年 10月から 12月までの期間に、いじめや嫌がらせに

関するポリシーに違反した Instagram上のコンテンツ 500万件に対して対策を講じました。いじめ

や嫌がらせはその性質上、非常に個人的なものであるため、多くの場合、私たちが特定したり削除

したりする前に、その行動を報告してくれる人が必要です。つまり、テクノロジーを使っていじめ

や嫌がらせトを積極的に検出することは、他の種類の違反行為よりも困難である可能性があるとい

うことです。私たちは、この問題に取り組み、コミュニティを保護するために、積極的な検出技術

への投資を続けています。 

ヘイトスピーチのコンテンツに関しては、660万件に対して対策を講じました。そのうち 95.1%は利

用者が報告を行う前に検出しました。これは、ヘイトスピーチの文脈に大きく依存する性質を考え

ると、長年の課題となっていたヘイトスピーチ対策の取り組みを大幅に改善したものです。2年前

には 65万件のヘイトスピーチコンテンツを削除しましたが、そのうち 44.6％が AIを介してユーザ

ーが報告を行う前に識別されました。この大幅な改善は、当社のサービスにおけるヘイトスピーチ

の削減に向けた投資と進歩の証です。 

https://transparency.facebook.com/community-standards-enforcement 

６．情報分析・公開 
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①    誹謗中傷等の流通状況

に関する分析・調査 

コンテンツの傾向に応じて定期的にポリシーを更新しています。例えば、昨年は新型コロナウイル

ス感染症に関連したコンテンツの増加に対応して、流行病の呼びかけから人々を守るために、いじ

めや嫌がらせに関するポリシーを更新しました。Facebook社は長い間、暴行の威嚇などを行う投稿

を削除してきましたが、7月に Facebook社はまた、そうした投稿を認識したときには、そのアカウ

ントを無効にすることを発表しました。 最近行われた他のポリシーの更新については、以下を参照

してください。 

https://www.facebook.com/communitystandards/recentupdates/bullying/ 

また、当社のポリシーやツールについて、利用者や安全の専門家からのフィードバックを定期的に

得ています。例えば、安全諮問委員会による会合を四半期ごとに開いています。また他には、今年

は、このコミュニティに役立つツールやリソースについて理解を深めるために、ラウンドテーブル

を 2回開催しました。ラウンドテーブルの後、International Bullying Prevention 

Association(IBPA)と連携し、世界中のアクティビストに対するヘイトスピーチ、いじめ、嫌がらせ

を減らすために活動している個人や組織向けに、いじめ防止のベストプラクティスをより充実さ

せ、周知するためのツールやリソースを開発しました。 

②    研究者への情報提供、

利用条件 

Facebook安全諮問委員会や 500人以上の安全専門家で構成されるグローバル安全ネットワークな

ど、外部の専門家と協力して、ポリシーや実施の改善に取り組んでいます。 
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③    透明性レポートの公開 

日本語で閲覧可能か 

コミュニティ規定施行レポートを日本語に翻訳し公表しました。 

https://about.fb.com/ja/news/2020/08/community-standards-enforcement-report-aug-2020/。 

https://about.fb.com/ja/news/2020/11/community-standards-enforcement-report-nov-2020/ 

④    意見・補足   
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